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早 朝 清 掃 奉 仕 実 施
恒例の当クラブの社会奉仕活動『桐生運動公園の早朝清掃』を 月 日(金)午前 時 分から行いました。１０ ２３ ６ ３０

桐生西ＲＣの記念碑と月桂樹四世が植樹してある球場前付近を中心に、会員 名と桐生西ＲＡＣのチー君とビエン４０
君も加わってゴミ拾いを行いました。各自が拾い集めたゴミを分別し終わってから、記念碑前でミーティングを行

。 、 。いました その中で 故 井本上輔パスト会長と月桂樹四世にまつわるエピソードを正田会員よりお話し頂きました
最後に出席者全員で、記念碑を囲んで記念写真を撮り、ＳＡＡさんが用意して下さったサンドウィッチと牛乳を頂
いて、解散になりました。

◆ビジター
米山奨学生＆桐生西ＲＡＣ会長 レ･ミン･チー君

グエン･トゥ･ビエン君桐生西ＲＡＣ
小林幹事◆幹事報告

◇明日明後日とライラ研修が赤城少年自然の家で開催
されます。当クラブからローターアクト担当の栗原
秀一君が、研修生として桐生西ＲＡＣのチー君、ビ

、 、 。エン君 サハン君 ホランさんの４名が参加します
□クラブ運営委員会

青山親睦担当◇親睦
今月 日(土)、とうふ京風ゆば料理『若宮』さんで３１
家族会秋の食事会を行います。是非、奥様に参加し
て頂けますよう、会員皆さんからお伝え下さい。宜
しくお願い致します。
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ポール･ハリス記念植樹の月桂樹1世から今日の4世までの軌跡に耳を傾ける会員諸氏 朝食が配られて解散です

桐生西ロータリークラブ

司会進行:小林惠司幹事 挨拶:塚本貢副会長 お礼の言葉:栗原幸三社会奉仕担当 桐生西ＲＡＣ会長挨拶:チー君 月桂樹について:正田惠一君

《次例会予告》

１１月６日 (金 ) ライラ研修報告

次例会 月 日(金)と、次々例会 月 日(金)は、１１ ６ １１ １３
。駐車場が混み合う事が予想されますのでご留意下さい

ロータリー シェルターボックス シリア難民 支援と が を

年から内戦が続くシリアでは、毎日 人以２０１１ ６,０００
上が国外に逃れていて 月現在で登録された難民数は９

万人以上に上り、 万人以上が国内で避難生活４１０ ７６０
を強いられています。現在の世界の難民数は「過去
最悪」であると、国連は報告しています。

支援の一つの方法として、ロータリーのパートナ
ーである非営利団体シェルターボックスによる災害
救援活動への寄付も行われています。シェルターボ
ックスはこれまで 年近くにわたり、国連難民高等弁４
務官事務所と協力してシリア難民に救援物資を提供
してきました。また、欧州へと移動する際にギリシ
ャとトルコを通過する難民のために、仮設住居と生
活物資の提供も行っています。

大勢の難民が押し寄せるギリシャのレスボス島で
は、たどり着く難民の数が一日 人に上ることも２,０００
あります。小さなゴムボートにあふれるほど大勢の
人が乗ってやってきますが、その殆どは泳げないそ
うです。しかも、この人たちは既に内戦で心の傷を
抱えた人たちです。

ヒューコ事務総長はこう語ります 「何百万という。
難民の支援に力を注いでいるロータリークラブと会
員の皆さまに心から感謝しています。難民生活を強
いられたすべての方々には、深い同情を感じていま
す」と。 （ ウェブサイトより）Rotary

㈲ 花 ぶ さ

花 房 孝 道代表取締役

桐生市相生町5-3 6 5 - 1 2

０２７７－５２－６６９９℡

は と り 歯 科 医 院

羽 鳥 隆院 長

桐生市相生町5-459-13

０２７７－５４－５５８８℡


	Taro11-2004
	Taro11-2004-2

